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パ
ー
ル
倶
楽
部
が
全
体
総
会県

子
ど
も
基
金
へ
寄
付
も

三
重
県
内
の
ビ
ジ
ネ
ス
、
芸
術
文
化
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
各
分

野
で
活
躍
す
る
女
性
ら
が
、
異
業
種
交
流
や
自
己
研
さ
ん
を
通
じ
て
社

会
貢
献
を
目
指
す
「
伊
勢
新
聞
パ
ー
ル
倶
楽
部
」（
小
笠
原
ま
き
子
会

長
）
は
、
津
市
羽
所
町
の
ア
ス
ト
津
で
２
０
２
２
年
度
全
体
総
会
＆
特

別
講
演
会
を
開
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
３
年
ぶ
り
の
開
催
。

同
倶
楽
部
に
所
属
す
る
51
人
中
18
人
（
内
30
人
が
委
任
状
提
出
）
が

出
席
。
小
笠
原
会
長
は
「
大
変
な
世
界
情
勢
の
中
で
す
が
、
新
年
度
も

で
き
る
こ
と
か
ら
少
し
ず
つ
パ
ー
ル
倶
楽
部
を
前
進
さ
せ
よ
う
」
と
あ

い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。
議
事
で
は
、
昨
年
度
の
事
業
・
収
支
報
告
と
本

年
度
の
事
業
計
画
・
予
算
計
画
の
４
議
案
を
承
認
し
ま
し
た
。

総
会
に
先
立
っ
て
、
伊
勢
新
聞
社
の
小
林
千
三
社
長
が
「
マ
ス
メ
デ

ィ
ア
に
よ
る
や
ら
せ
、
演
出
と
誘
導
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
。
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
と
し
て
報
道
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、
慎
重
に
見
極
め
る
目
を

持
つ
こ
と
が
大
切
だ
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
後
、
県
子
ど
も
基
金
へ
の
寄
付
金
贈
呈
式
が
あ
り
ま
し
た
。 

小
笠
原
会
長
が
藤
森
正
也
子
ど
も
・
福
祉
総
務
課
長
に
10
万
円
の
目
録

を
手
渡
し
、
藤
森
課
長
は
「
子
ど
も
施
策
の
取
り
組
み
に
有
効
に
活
用

し
ま
す
」
と
一
見
勝
之
知
事
の
感
謝
状
を
読
み
上
げ
ま
し
た
。

令
和
４
年
６
月
13
日

藤森課長より感謝状を授与される小笠原会長
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桑
名
の
歴
史
文
化
学
ぶ

秋
の
研
修
会

桑
名
市
で
秋
の
研
修
会
を
開
き
ま
し
た
。

20
人
が
参
加
。
参
加
者
は
桑
名
市
博
物
館
・
杉
本
竜
館
長
の
講
話
、

旧
東
海
道
宿
場
町
「
七
里
の
渡
し
」
や
旧
城
下
町
の
散
策
、「
柿
安
料

亭
本
店
」（
同
市
江
戸
町
）で
の
昼
食
を
楽
し
み
、親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

杉
本
館
長
は
「
東
海
道
宿
場
町
・
桑
名
の
歴
史
文
化
を
語
る
」
と
題

し
て
講
話
。
な
ぜ
桑
名
が
宿
場
町
と
し
て
発
展
し
た
か
に
つ
い
て
、
①

中
世
以
来
有
数
の
港
町
、
材
木
と
米
の
集
積
地
で
、
富
裕
な
商
人
が
多

く
誕
生
②
徳
川
家
康
譜
代
の
臣
・
本
多
忠
勝
が
「
慶
長
の
町
割
」
で
近

世
城
下
町
を
形
成
③
東
海
道
の
制
定
で
42
番
目
の
宿
駅
に
選
ば
れ
、
宿

場
町
と
し
て
繁
栄
④
弱
点
は
水
害
と
生
活
用
水
不
足
―
の
順
に
分
か
り

や
す
く
説
明
し
、
参
加
者
ら
は
桑
名
の
歴
史
と
文
化
に
つ
い
て
の
理
解

と
愛
着
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

小
笠
原
会
長
は
「
こ
れ
か
ら
も
桑
名
を
愛
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
コ

ロ
ナ
禍
で
２
年
ほ
ど
活
動
出
来
な
か
っ
た
が
、
パ
ー
ル
倶
楽
部
は
こ
れ

か
ら
も
真
珠
の
ネ
ッ
ク
レ
ス
の
よ
う
に
つ
な
が
っ
て
い
き
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
。
中
川
千
惠
子
顧
問
は
「
桑
名
は
鋳
物
の
町
の
イ
メ
ー
ジ
が
強

か
っ
た
で
す
が
、
東
海
道
の
要
衝
だ
っ
た
の
で
す
ね
。
お
話
を
聞
い
て

い
ろ
ん
な
桑
名
の
魅
力
に
触
れ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
」
と
話
さ
れ
ま

し
た
。

令
和
４
年
10
月
4
日

講師の杉本館長（前列左から４人目）を囲んで笑顔の参加者ら＝桑名市江戸町の柿安料亭本店で
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「
躍
進
の
一
年
に
」

新
春
特
別
例
会　

一
見
知
事
講
演
を
聴
講

伊
勢
新
聞
政
経
懇
話
会
「
三
重
の
明
日
の
た
め
に
～
三
重
県
庁
に
よ

る
果
敢
な
挑
戦
～
」
と
題
さ
れ
た
一
見
勝
之
三
重
県
知
事
の
講
演
を
聴

講
し
ま
し
た
。「
今
年
は
躍
進
の
一
年
に
し
た
い
」
と
強
調
。「
知
事
と

し
て
の
責
任
を
痛
感
し
て
い
る
。
ふ
る
さ
と
の
た
め
に
し
っ
か
り
頑
張

り
た
い
」
と
述
べ
、
防
災
対
策
や
子
育
て
支
援
、
観
光
振
興
な
ど
に
努

め
る
考
え
を
示
さ
れ
ま
し
た
。

一
見
知
事
は
「
三
重
県
を
前
へ
」
を
意
識
し
て
県
行
政
を
進
め
て
い

る
と
説
明
。「
県
民
は
前
に
出
る
の
が
他
県
の
人
よ
り
苦
手
だ
が
、
三

重
に
は
す
ご
く
良
い
と
こ
ろ
が
山
ほ
ど
あ
る
。
外
国
に
も
訴
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
６
月
に
志
摩
市
内
で
開
か
れ
る

Ｇ
７
（
主
要
国
首
脳
会
議
）
の
交
通
大
臣
会
合
が
「
前
進
」
の
き
っ
か

け
に
な
る
と
強
調
。「
再
び
三
重
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
機
会
。

三
重
を
前
に
押
し
出
せ
る
ポ
イ
ン
ト
だ
と
思
う
」
と
語
り
、
リ
ニ
ア
中

央
新
幹
線
も
県
を
「
前
進
」
さ
せ
る
要
素
の
一
つ
だ
と
説
明
。
そ
の
上

で
「
リ
ニ
ア
の
効
果
が
最
大
限
、
県
全
体
に
及
ぶ
よ
う
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
強
調
。
３
カ
所
を
提
案
し
て
い
る
県
内
駅
の
候
補
地
に

つ
い
て
「
お
そ
ら
く
来
年
度
に
は
一
つ
に
絞
り
込
ま
れ
る
」
と
の
見
通

し
を
示
さ
れ
ま
し
た
。

「
今
年
は
実
行
に
移
す
年
」
と
し
、
来
年
度
は
防
災
減
災
対
策
に
予

算
を
重
点
的
に
配
分
す
る
と
説
明
。
岸
田
首
相
が
４
日
の
年
頭
記
者
会

一見知事を囲んで＝津センターパレスにて
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見
で
「
異
次
元
の
少
子
化
対
策
」
を
掲
げ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
子
育
て

支
援
を
充
実
さ
せ
る
考
え
も
示
さ
れ
ま
し
た
。
築
35
年
で
老
朽
化
が
進

む
北
勢
児
童
相
談
所
（
四
日
市
市
）
に
、
涙
を
浮
か
べ
て
「
知
事
と
し

て
情
け
な
い
」
と
語
る
場
面
も
。「
ハ
コ
モ
ノ
と
批
判
を
受
け
て
も
や

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
、
建
て
替
え
る
考
え
を
示
さ
れ
ま
し

た
。「

観
光
関
連
の
予
算
も
倍
増
さ
せ
る
」
と
説
明
。
来
年
の
熊
野
古
道

世
界
遺
産
登
録
20
周
年
や
４
年
後
の
リ
ニ
ア
品
川
―
名
古
屋
間
開
通
、

10
年
後
の
伊
勢
神
宮
式
年
遷
宮
を
見
据
え
て
「
多
く
の
人
に
来
て
も
ら

え
る
よ
う
に
し
た
い
」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

初
の
海
外
出
張
と
な
っ
た
台
湾
訪
問
の
成
果
も
紹
介
。
百
貨
店
で
の

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
で
は「
三
重
の
人
気
が
高
い
と
再
認
識
し
た
」と
し
、

県
内
に
進
出
す
る
半
導
体
企
業
と
の
懇
談
で
は
「
投
資
に
前
向
き
だ
と

感
じ
た
」
と
振
り
返
り
ま
し
た
。

知
事
就
任
時
に
ミ
サ
イ
ル
へ
の
備
え
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
職
員
ら
は

「
何
を
言
っ
て
い
る
ん
で
す
か
」
と
の
反
応
だ
っ
た
と
紹
介
。「
ミ
サ

イ
ル
が
飛
ん
で
こ
な
い
と
は
言
え
な
い
」
と
述
べ
、
訓
練
や
避
難
施
設

の
指
定
に
意
欲
を
示
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
の
政
経
懇
話
会
は
、
伊
勢
新
聞
の
創
刊
１
４
５
周
年
を
記
念

し
た
新
春
特
別
例
会
と
し
て
開
催
。
政
財
界
な
ど
か
ら
約
百
人
が
出
席

し
ま
し
た
。
講
演
後
の
祝
賀
会
で
は
伊
勢
新
聞
の
歴
史
を
紹
介
し
た

後
、
前
葉
泰
幸
津
市
長
の
音
頭
で
乾
杯
し
ま
し
た
。

令
和
５
年
１
月
19
日

前葉津市長を囲んで＝津センターパレスにて
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真
珠
の
講
演
や
ひ
な
人
形
鑑
賞

鳥
羽
・
伊
勢
で
春
の
研
修
会

鳥
羽
市
で
春
の
研
修
会
を
開
き
ま
し
た
。

26
人
が
参
加
。
鳥
羽
市
の
鳥
羽
国
際
ホ
テ
ル
で
元
伊
勢
パ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
代
表
の
小
西
蔀し

と
みさ

ん
の
講
演
会
と
昼
食
、伊
勢
市
で
開
催
中
の「
お

ひ
な
さ
ま
め
ぐ
り
ｉ
ｎ
二
見
」
の
主
会
場
で
あ
る
国
指
定
重
要
文
化
財

「
賓
日
館
」
に
展
示
さ
れ
て
い
る
江
戸
か
ら
明
治
、
現
代
の
創
作
ひ
な

人
形
ま
で
１
０
０
０
体
余
の
見
学
や
周
辺
の
散
策
を
楽
し
み
な
が
ら
親

睦
を
深
め
ま
し
た
。

小
西
さ
ん
は
「
生
き
た
宝
石
パ
ー
ル
、
そ
の
命
の
輝
き
」
と
題
し
て

講
演
。
27
歳
で
真
珠
に
出
会
い
、
60
年
近
く
真
珠
の
加
工
・
販
売
に
携

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
形
が
い
び
つ
で
廃
棄
さ
れ
て
い
た
変
形
真
珠
（
バ

ロ
ッ
ク
パ
ー
ル
）
に
魅
せ
ら
れ
、
彫
金
の
腕
を
生
か
し
て
作
品
に
仕
上

げ
る
な
ど
、
真
珠
の
魅
力
を
国
内
外
に
発
信
さ
れ
て
き
ま
し
た
。「
昨

年
廃
業
し
た
が
、
真
珠
を
通
し
て
出
会
っ
た
方
々
と
の
交
流
が
人
生
の

宝
」
だ
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

小
林
千
三
伊
勢
新
聞
社
社
長
は
、「
女
性
の
時
代
」
を
テ
ー
マ
に
ス

ピ
ー
チ
。
各
界
で
の
女
性
の
活
躍
を
紹
介
し
、
参
加
者
ら
に
エ
ー
ル
を

送
ら
れ
ま
し
た
。

参
加
者
有
志
は
伊
勢
市
二
見
町
の
「
賓
日
館
」
に
移
動
し
、
江
戸
後

期
の
寛
永
び
な
や
古
今
び
な
、
御
殿
飾
り
な
ど
に
歓
声
を
上
げ
な
が
ら

鑑
賞
し
て
い
ま
し
た
。

小西氏を囲んで＝鳥羽市　鳥羽国際ホテルにて
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同
倶
楽
部
初
代
会
長
の
中
川
千
惠
子
顧
問
は
「
小
西
さ
ん
の
『
友
だ

ち
は
も
う
一
人
の
私
』
と
い
う
言
葉
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
自
身
の

資
質
を
高
め
、
仲
間
と
の
友
情
を
深
め
て
い
き
た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し

た
。

令
和
５
年
３
月
１
日

講演される小西氏

伊勢二見　賓日館にて
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2023（令和５）年度会費納入のお願い

伊勢新聞パール倶楽部事務局
〒514‐0831 三重県津市本町３４番６号
株式会社伊勢新聞社販売部内
TEL：０５９（２２４）４４００　FAX：０５９（２２６）３５５４
HP：https://www.isenp.co.jp/plc/

表紙写真＝パール倶楽部全体総会参加者ら＝津市羽所町のアスト津にて

【振込先】 百五銀行本店営業部　普通　１１２５６４８
 伊勢新聞社パール倶楽部　会長　中川千惠子
 金額（年会費）　￥２,０００－
 ※お手数ですが振込手数料は会員様でご負担いただきますようお願い申し上げます。
 ※振込先名義は、都合上、前会長の氏名になっております。


